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令和２年度 

１級造園工事施工管理技術検定 

実地試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

【問題 2】 

(1)Ａ 生物遺体 

  Ｂ 黒褐色 

   Ｃ 団粒 

  Ｄ 埋め戻し 

(2)(イ)(下層 5m 以上にわたって透水性不良とあるので)バックホウ等で下層基盤を破砕し、

幅1～2m、深さ 0.1～1mの溝を堀を掘り、砂底のは緩傾斜をつけ、有孔管などで暗渠

排水などを設ける。 

(ロ)①土壌の通気性・排水性・保湿性の向上 

   ②保肥力の向上 

   ③土壌微生物の活性化 

(3)(イ)あらかじめ根鉢内に細根を発生させることで、移植後も順調な養分吸収が行われ活着

を促す。 

 (ロ)①樹皮の損傷を防ぐため、吊り上げ部分では、むしろなどによる幹当てを行う。 

    ②枝葉の広がりを抑え、損傷を最小限にするため、枝しおりを行う。 

  (ハ)①道路使用許可申請書 

    ②所轄警察署 

   ③安全柵、注意制札板を設置し、作業区域への立ち入りを制止し、誘導員を配置し、

常時安全を監視できる体制を構築する。 

  (ニ)シラカシは常緑樹で移植時期が冬季で不適期のため、出来るだけ工期の早い時期に移

植を行う。移植後、マルチング、寒冷紗がけを行う。 

  (ホ)風による揺動で発生した幼根が折損するなどの懸念のため支柱を付け樹木の活着を

助長する。 
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(4)(イ)① 芝串を刺し、風雨等で張芝が動かないようにする。 

       ② 経済性や立地条件等を勘案し、適切な張り方(筋張り・条張り)を選択する。 

(5)①幼児用、児童用等の設置後の動線が交錯しないよう設置位置を決める。 

  ②設置面の凹凸、高低差がないように注意する。 

  ③遊具の基礎部分の不適切な露出がないようにする。 

 

【問題 ３】 

(1)(イ)   

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ロ)Ａ → Ｄ → Ｆ → Ｈ → Ｊ → Ｎ 

(ハ)10日 

(ニ)2日 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

(ホ)18日 

(ヘ)Ａで1日 , Ｈで1日 
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(2)Ａ 直接費 

Ｂ 間接費 

Ｃ クラッシュコスト 

Ｄ ノーマルコスト 

Ｅ 最適工期 

(3)①組み合わせ作業における手待ちの発生による低下 

  ②作業環境の不備による低下 

  ③作業に不慣れのための低下 

   ④設計図書の理解不足での手戻りの発生 

(4)①材料の手配が施工量の増加に間に合わないことによる作業員の手待ち 

  ②1日の施工量の増加に対応するための仮設及び機械器具の増設 

  ③夜間作業、残業等による賃金等の増加 

 

【問題 4】 

(1)(イ)Ａ 現場検収時 

Ｂ 最低 

(ロ) 1)「樹形」：樹種の特性に応じ自然樹形で、樹形が整っていること 

      ｢下枝の位置｣：樹冠を形成する一番下の枝の高さが、適正な位置にあること 

      2)｢樹皮｣,「枝」,「病虫害」 

    3)  ｢ほふく茎｣：ほふく茎が生気ある状態で密生していること 

       ｢根｣：根が平均にみずみずしく張っており、乾燥したり土くずれのないもの 

 (ハ) ウ 

 (ニ) 1.7m 

(2)①根巻きすることで、根鉢の崩壊を防ぎ根と土に空洞が出来て乾燥することを防止する 

  ②元の生育地での土のため細根の発根がしやすい 

(3)①表土の乾燥や風による飛散、雨による流出等を防止するため、シートやむしろで表面を

覆う 

  ②土壌の堅密化が進む可能性があるため、運搬の際に締固めすぎないようにし、盛土厚を

薄めにし、自重による圧密を防止する 



本解答は、九州建設専門学院の「解答試案」です。解答内容は 

予告なしに変更になることがあります。ご了承下さい。 

 

4 

 

 

【問題 5】 

(1)①1日の作業上の注意事項や禁止事項の確認 

   ②危険の予知及び指差呼称の励行の指示確認 

  ③1日の作業手順や作業工程の確認 

  ④1日の作業に関係する災害の事例等 

  ⑤互いの体調や個人保護具のチェック  

(2)Ａ 1/4 

  Ｂ 安全教育 

   Ｃ 退避 

(3)(イ)①工事区域と利用者の区域を柵などで明確に分け、立ち入り禁止措置をとる 

    ②誘導員を配置し、常時安全を監視できる体制を構築する 

  (ロ)①一定の合図を定める 

②合図を行う者を定め、その者に合図を行わせる 

③合図者はオペレータから見える位置に立つ 

(ハ)Ａ 06 

   Ｂ 10 

    Ｃ 07 

(4)(イ)Ａ 立会い 

    Ｂ 試掘 

    Ｃ 目視 

  (ロ)Ａ 作業主任者 

    Ｂ 点検 

       


